栃木県作業療法士会学術局　研修企画運営部門　
	テーマ
	栃木県内実践者のキャリアを通して学ぶ作業療法の可能性
「地域の方と創る、多世代交流拠点の話」‐那須烏山市での実践－

	日　程
	令和8年１月１７日(土)　19:00〜20:30　※会場受付：18:15〜

	形式
	対面（会場：白澤病院）

	講師
	塩田 典保 氏（一般社団法人つばさ 佐久山事業所）

	定　員
	定員25名

	対　象
参加費
	経験年数によるおすすめ度
学生　　　　   ：☆☆
１～10年目    ：☆☆☆☆
11～20年目  ：☆☆☆☆☆
21年目～ 　   ：☆☆☆☆
	・栃木県作業療法士会　会員　　無料
・栃木県作業療法士会　非会員　9,000円
・他職種・一般・他県士会員　　1,000円
・学生　　　　　　　　　　　　無料

	生涯教育ポイント
	2ポイント(作業療法士の場合のみ)
	ＱＲコード
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	申し込み方法
	Googleフォーム　　ＵＲＬを貼付↓
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeczT62bE_7M5uQWVfDp5zUnR-zcej0sunGB8_8W3oHRSSbXg/viewform?usp=header

	

	締め切り
	令和8年1月10日(土)１２：００
	

	内容
	1） 概要
　昨今、私たちを取り巻く環境は変化してきています。作業療法士の職域は医療→生活→社会モデルへと広がっています。作業療法士の人口は10万人を超え、供給過多の時代へ。作業療法という地図の精度を高め広げていくのか、皆さんと一緒に考えていく時間にしていきましょう。

2） 得られるもの
〇 専門性を高めるって？私たちの専門性ってなんだろう？
〇 作業療法の人生の地図を自分で作っていくために必要な３つの力とは
・自分の現在地を知る力
・アイディアを形にする力（武器を見つけ・磨く）
・誰かを巻き込みながら形にする力
〇 5年後・10年後の自分の作業療法をイメージする第一歩を踏み出す
[bookmark: _GoBack]
3） キーワード
〇 キャッチコピーづくり：自分の作業療法を21文字以内で表現
〇 私の歩み方：作業療法士のキャリア（精神→発達・地域→起業→街づくり）
〇 「私は誰？」ワーク：作業療法士という肩書きを外して考える
〇 ６つの軸づくり：自分を表す要素を整理
〇 地域実践例の共有：那須烏山市での多世代交流拠点の事例から学ぶ
〇 未来の自分を描く：5年後・10年後の作業療法をイメージ

	留意事項
	1)研修会の録音・録画・画面の撮影・資料の他者への譲渡・SNSなどへの投稿など、著作権保護の観点で禁止とさせていただきます。
2)キャンセルポリシー：コンビニ決済や講義資料配布後の参加費の返金対応はいかなる理由があっても対応できませんのでご承知おきください。

	問い合わせ先
	栃木県作業療法士会 学術局　研修部研修企画運営部門
Mail：fly.story.ns2022@gmail.com（一般社団法人つばさ 佐久山事業所：塩田）
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